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大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:
－構 造 設 計 特 記 仕 様 書 S001

□ 有　□ 無

別 図 添 付

（１）　工事名称

　　　　建築場所

（２）　工事種別

（４）　構造種別

（５）　階　　数

（６）　主要用途

（７）　屋上付属物

kN

kN kN

kN □

（９）増築計画 □ 有（ ）

（１０）構造計算ル－ト

（８）　特別な荷重

押えコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

混和材料の種類

呼び強度を保証する材齢

基礎コンクリート

デッキコンクリート

捨コンクリート 普通

普通土間コンクリート

普通

普通

□ 普通 □ 軽量

□

□

□

28日

AE減水剤

水道水

砂利

砂 □

□

□ 地下水

砕石

山砂

（１）　コンクリート

□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚□１００、　　□１２０、　　□１５０、　　□１９０、

（□　JIS A 5406）

適　用　箇　所 種　　類 耐久設計基準強度 構造体強度補正
スランプ

15

15

18

18

21

24

無

無

有

有

比重

設計基準強度

Fc＝N/mm2 cm

（１）　地盤調査資料と調査計画

□無　（調査計画　　　□有　　　　　□無）

調　査　項　目 資料あり 調査計画 調査項目 資料あり 調査計画 調査項目 資料あり 調査計画

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

スェーデン式サウンディング

○ 静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

（２）　ボーリング標準貫入値、土質構成

3

0

○調査地番

○支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

○孔内水位

ＧＬ　－　　　ｍ

○近隣データーの調査地盤と

　設計地盤とは約　　ｍの距離がある

○備考

1

2

4

5

○位置図

ＧＬ

（１）　コンクリート

（２）　鉄　　筋

□

■

□

（３）　型　　枠

施工　　ＪＡＳＳ５による。

存

置

の

種
類

高炉セメント

Ａ種

Ａ種Ａ種
平

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

普通ポルト

Ａ種

ランドセメント

シリカセメント

Ａ種
均

セ
メ
ン
ト

早強ポルト

の

間

ランドセメント

普通ポルト

期

ランドセメント

高炉セメント

15℃以上

ランドセメント

早強ポルト

高炉セメント

ランドセメント

気

　　圧縮強度

高炉セメント

ランドセメントＡ種

普通ポルト

温

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

シリカセメント

5℃未満

Ａ種

5～15℃

コンクリートの

シリカセメント

試験堀

載荷試験

□ ベタ基礎 □ 布基礎

□ 有　□ 無

載荷試験

□

深さ　

□ 柱状改良 □ 深層混合処理工法

□ 有　□ 無

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令
(H)

部
位

種
類 せ　き　板

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

支　　柱

（１）　鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）　工事監理者の承認を必要とするもの

※社) 日本鋼構造協会｢建築構造用鋼材の品質ガイドライン｣の規格証明方法、又はミルシート

（３）　工事監理者が行う検査項目

（ ■ 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□ □

（４）　接合部の溶接は下記によること

（５）　接合部の検査

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら

※平成12年建設省

（都知事登録　　　　　　　　　　号）

％

％

　完全溶込み溶接部

　(突合せ溶接)

　外観検査（※）

　超音波深傷検査

　内質検査（注）

　マクロ試験・その他

　外観検査（※）

□

　すみ肉溶接

検　査　箇　所 検　査　方　法

検査率又は検査数

社　内 第三者 工事監理者

備　　考

100

100

％　個

個

100 ％ 30 ％

個

％　個

％30

％30 ％30

第三者立会

％　個

個

％30

告示第1464号第二号

による

（目視及び計測）

　注2）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

　注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全教検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと。

（６）　防錆塗装

（７）　耐火被覆の材料

令第129 条の２の４の事項 ※ 設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

□

Ｄ１９　未満は、すべて重ね継手とする。

　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物

　　の構造関係技術基準解説書2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

注）１　片持ばり、庇、スパン　９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）７　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注）５　

注）８　

２．　

４．　

５．　 ６．　

７．　

８．　

使 用 構 造 材 料 一 覧 表

地 業 工 事

鉄筋コンクリート工事　（施工方法等計画書） 鉄骨工事　（施工方法等計画書）

設 備 関 係

そ の 他

１．　建 築 物 の 構 造 内 容 ３．　地 盤

■ 無

■

■

■

工場の仕様による

工場の仕様による

工場の仕様による

■

■

■

工業用水□

人工□

人工□

□ 56日

□ 高性能AE減水剤

□

□

■

■

（２）　コンクリートブロック（ＣＢ）

■有　（■敷地内　□近隣）

深
度

土　質
Ｎ
値

標準貫入試験

10 20 30 40 50 60

（６）　屋根、床、壁

材種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

□　ＡＬＣ　　　　　　(JIS A 5416)

□　キーストンプレート(JIS G 3352) 型式 厚

厚 □　壁　　□　床版

□　床版　□ □

図面による

詳細は建築図による

□　ロッキング　□

□　スライド　　□　ボルト止め

（２）　地盤改良

（１）　直接基礎

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上

かつ５cm以上を原則とする。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない

ものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造

耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の

場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90 ㎝以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5 ㎝以上とした鉄筋コンクリート造

又は厚さが25 ㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な

管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手

を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動

及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類

するものにあっては、建設省告示第1389 号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

構造耐力上安全なものとすること。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

□

□

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

■

■

■

トルシア型高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

■

■

■

■

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

内質検査　　　　□　硬さ試験　　　　　□　示温塗料塗布

軸力導入試験　　□　要　　　■　否　　　　高力ボルトすべり係数試験　　□　要　　　■　否

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

日本建築学会｢鉄骨工事技術指針　工事現場施工編｣

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

平成12年建設省告示第1464号　イ、ロ

■

■

■

■

□

建方検査

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

頭付スタッド

■

■ ■□

■ 社内検査表 □ □

■ ■ ■鋼材 高力ボルト 特殊ボルト

材料規格証明書※、または試験成績書

認定または登録工場（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グレード）

制作工場 製作要領書 工作図 ■ 施工計画書

■

■

■ ■ ■

鉄骨製作管理技術者登録機構｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣

社) 日本銅構造協会｢建築鉄骨工事施工指針｣

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■

□

□

プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC)

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

鉄筋コンクリート造(RC)

木造(W) 補強コンクリートブロック造(CB)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)

壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

鉄骨造(S)

□

□

□ □

□

□

法20条第一号　（高さ 60m 超）□

新築 増築 増改築 改築■ □ □ □

高架水槽 キュービクル 広告塔 煙突

リフト

受水槽

エレベータ　　人乗(ﾏｼﾝﾙｰﾑﾚｽ　ﾛｰﾌﾟ式　油圧式)

倉庫積載床用　　　　　　N/m2

□

□

□

□

□

□

□ □

ホイスト□

Ｘ方向ル－ト　３ Ｙ方向ル－ト　３

（３）　構造設計一級建築士の関与 ■ 必要 必要としない□

（３）鉄　筋

種　　類 径 使用箇所 継手工法

□

□

□

ＳＤ295Ａ

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ345

ＳＲ235

□

　（　　　　　　　　）

重ね継手（D16以下）

ガス圧接継手（D19以上）

特殊継手

□

（４）鉄　骨

種　　類 使用箇所 現場溶接 備    考

□

□

□

ＳＳ400

ＳＳ400

ＳＴＫＲ400

ＢＣＲ295

ＳＭ490Ａ

ＳＳＣ400

□

□

ＳＭ400

ＳＭ400

□ ＳＮ400Ｂ

ＳＮ400Ｂ

□ ＳＴＫ400 □

□ ＢＣＰ235

ＳＮ490Ｂ

□

□

ＳＮ490Ｃ

□　有　 　□　無

□　有　 　□　無

（５）　ボ　ル　ト

中ボルト(JIS B 1180)

アンカーボルト

高力ボルト

異形鉄筋

（JIS G 3112）

高強度せん断補強筋

丸　　鋼(JIS G 3112)

溶接金網(JIS G 3551)

■

□

■

□

■

■

デッキコンクリート

Ｄ16以下

Ｄ19以上

■ □　有　 　■　無

■ □　有　 　■　無

■

■

■

■ S10T　　  ■ 認定品(　■ M16､　■ M20､　□ M22､　□ M24)□ 普通：F10T(JIS B 1186)

■ ＳＳ400 ナット(□シングル、■ダブル)

（３）　杭基礎

試験杭

杭仕様

□
□□

□

手堀

ミニアース 第　　　　　　号

□

施　工　法

深礎

備　　考

機械堀

材　　料杭　　種

アースドリル

ＢＨ

□

　　　　　　認定

　年　　月　　日

□

□

□

ＲＣ

PHC

鋼管

SC杭

□

□

□

摩擦杭

Ｈ鋼

ＣＰＲＣ ＣＰＲＣ

ＰＨＣ

鋼材

□ＳＴＫ490

□ＳＳ400

□ＳＴＫ400

□ＳＫＫ400

□

□

打ち込み

埋込み（セメントミルク工法）

□ 場所打ち

コンクリート杭

コンクリートＦＣ＝　　　N／m㎡

スランプ

セメント量

鉄　筋 主筋　　SD

HOOP　　SD

□

□ リバースサーキュレーション

オールケーシング □ 拡底杭

杭符号 杭径(mm) 設計支持力（ｋＮ）

■

Hyper－ｽﾄﾚｰﾄ工法■

平成24年 3月 23日

（ ■ 有　　□ 無 ） (■打ち込み・□積載・□孔壁測定）　　　２　本

■施工計画書承認

○

○

小学校

　　注）上記表中の資料が有るもの、調査計画があるものに○を記入する。

■　スランプは極力小さくすること。

　　又は水セメント比60％を目標とする。又は、膨張剤若しくはコンクリート改質剤 FD-15 を使用すること。

　　但し、土間コンクリート及びデッキコンクリートについてはクラック抑制のため、単位セメント量300kg/m3

■　単位水量は 185 kg/m3以下、単位セメント量は 270 kg/m3以上、水セメント比は 55％以下とする(捨てコンは除く)

各継手の使用詳細については

本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋

継手等の■にて表示すること。

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

（レディーミクストコンクリート　

JIS Q 1001、JIS Q 1011、 JIS A 5308）

※　修正箇所は下線を引くこと

　　適用は■印を記入する。

（基礎・杭の位置を明記すること）

　注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

支持層－ 砂礫

□杭施工結果報告書

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc)が

36N/mm2以下に適用し、鉄筋の材種はSD390以下に適用する。

支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

■

□

２

３

５

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

設計基準強度の

１００％８５％

設計基準強度の５０％５Ｎ／ｍｍ2

構　造　設　計　特　記　仕　様　書

■

根太・胴縁

□　有　 　■　無

頭付スタッド

ナット(□シングル、■ダブル)■ ＡＢＲ400

■　折版 (渡り廊下) ■　屋根　□厚 0.8山高 85

（屋内運動場）

（渡り廊下）

■ 独立基礎

設計地耐力：50 KN/㎡　

■ ■ ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ・ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ □　有　 　■　無

■

継手部分の施工要領は　社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部の検査方法：外観検査　■有　□無、　引張試験　□有　■無、　超音波深傷試験　■有　□無

1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■Ｈ型(タガ型)　□Ｗ型(溶接型)　□Ｓ型(スパイラル型)とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京

都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

　　試験機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(都知事登録　　　　　　　　号)

　　代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行するものを言う。

材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　

型枠存置期間

コンクリートはJIS A 5308に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関しては標準図に記載されて

事項を除き、ＪＡＳＳ５－２００９による。

セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理

方法など必要事項について、工事監理者の承認を得る。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術

評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真

器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から

取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が

１５０mm3をこえる場合は１５０mm3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さ

は、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等

以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温

が２５℃未満の場合は１５０分以内、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。

乾燥、振動等によってコンクリートの凝固及び硬化が妨げられないように養生を行う。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

ＪＡＳＳ５による。

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート

構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

鉄筋継手等

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

錆止めペイントは、□ＪＩＳ　Ｋ５６２１、■ＪＩＳ　Ｋ５６７４、□　　　　　　　を使用して、

4つ星2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し２回塗りとする。

□

第三者検査機関名

契約した検査会社をいう。

鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級 (注)

(1)　引張力最小部位
(2)　(1)以外の部位

A級 B級 SA級

鉄筋の径

□　溶接継手

□　機械式継手

□　告示1463号第3項各号

□　告示1463号第4項各号

□　D(　　)以上

□　D(　　)以上

■　重ね継手

■　圧接継手

■ 40d　□ 35d　□ (　)d

■　告示1463号第2項各号

■　D( 16 )以下

■　D( 19 )以上

　　ｋｇ／ｍ3

【構造設計図書の法適合確認した】

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事

岐阜県大垣市綾野　地内

■ 法20条第二号　（□ RC造高さ 20m 超　　□ S造4階建以上　　□ 木造高さ13m超　　■ その他）

□

　　　　屋内運動場：地上１階　　　渡り廊下：地上１階

■ 1521

柱

梁

■

     φ＝16　　　Ｈ＝100    使用箇所（□ 柱   ■ 大梁   ■ 小梁）

■　デッキプレート　　(JIS G 3352) 合成スラブ 厚 1.2 ■　床版　□

■ （■Ⅰ種　□Ⅱ種　■Ⅲ種）

（■Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

認定番号 TACP-0402

認定番号 TACP-0403

350

350

400

400

500

500

750kN/本

750kN/本

950kN/本

950kN/本

1450kN/本

1450kN/本

Ｐ1

Ｐ1A

Ｐ2

Ｐ2A

Ｐ3

Ｐ3A

上杭：CPRC105 Ⅲ 8ｍ ＋ 中杭：PHC A 10ｍ ＋ 下杭：PHC A 10ｍ

上杭：CPRC105 Ⅲ 8ｍ ＋ 中杭：PHC A 10ｍ ＋ 下杭：PHC A 10ｍ

本数

（セット）

34

1

3

2

5

1

杭の長さ（ｍ）

■

上杭：CPRC105 Ⅰ 8ｍ ＋ 中杭：PHC A 10ｍ ＋ 下杭：PHC A 10ｍ

上杭：CPRC105 Ⅰ 8ｍ ＋ 中杭：PHC A 10ｍ ＋ 下杭：PHC A 10ｍ

上杭：CPRC105 Ⅰ 8ｍ ＋ 中杭：PHC A 10ｍ ＋ 下杭：PHC A 10ｍ

上杭：CPRC105 Ⅰ 8ｍ ＋ 中杭：PHC A 10ｍ ＋ 下杭：PHC A 10ｍ

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事



設

計

図 名 図 番
大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:
－鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (1)

捨フープ

ＣＬ

Ｄ ｄ

45゜

斜め筋　３－Ｄ１３以上

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

長
135゜180゜ 90゜

余長

キャップタイ

余

余
長

d

8
d
以

上

ddddd

4d以上 6d以上(*4d以上) 8d以上(*4d以上)

＊片持スラブ上端筋の先端

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込

むＴ形およびＬ形梁のキャップタイ

にのみ用いる。

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

SD295A・Bあばら筋

帯筋

Ｒ

ｄ

スパイラル筋 SD345

SR235､SR295

SD295A・B

SD345

SD390

ｄ

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

SD295A

SD295B

20d

10d

150mm
かつ

以上

コンクリートの

設計基準強度

Fc (N/mm2)

圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする）

Ｌ１Ｌ１

ａ≧400 約0.5Ｌ11.5Ｌ1以上

θ

圧接面

ｄｄ

３mm以下

θ＞80゜

1.4d以上 d/5以下

d/4以下
1.1d以上

ガス圧接形状

継　　手 [注]梁主筋の柱への定着は40ｄとする

(3)

(1)

(4)

(1)

(4)

(2)

かぶり厚さ

（５）　鉄筋のあき

梁

間隔 柱間隔

丸　　鋼異形鉄筋

あきdo d dあきdo

図の●印の鉄筋の重ね継手の

（６）　鉄筋のフック

末端にはフックが必要

（１）　ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（下げ止まりの影響を予め但し　≦φの場合

300φ,350φ 450φ

6－D13

400φ

8－D13

600φ

10－D13

500φ

8－D16

D10－＠150

10－D16

所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合

基礎下端

φ

基礎下端

ＨＯＯＰ

Ｌ
２

コンクリート止め板

補強筋

Ｌ
２

φ

ＨＯＯＰ＠150

1
00

以
上

ＨＯＯＰ＠150

3－Ｄ16

15
0

1
.5

φ

150

コンクリート止め板

補 強 筋

杭　　径

45゜

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による
設計上考慮されている場合に限る）

φ

（２）　現場打ちコンクリート杭

Ｃ

主筋のかぶりは

Ｌ

φ

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

斫つり部分

φ

杭頭処理

スペーサー

へりあき200以上

杭間隔は2×φかつφ＋1000以上

10d又は重ね継手40d

フラットバー＠3,000

(各4ヶ所)

100以上とする

（２）　杭　基　礎

（１）　直接基礎

Ｃ Ｌ

フック付

かぶり厚さ

Ｃ Ｌ

余長4d
フック無し

2
0
d以

上

2
0
d以

上

20d (両側) 40d (片側)

（３）　べた基礎

１

Ｌ２

ａ

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

７
０

４
０

Ｌ
2
o
r
Ｌ

3
≧

1
5
d

（４）　基礎接合部の補強

Ｌ１

Ｗ１

３
－

Ｄ
１

３

Ｌ
１

Ｌ２

Ｌ
２

Ｈ

梁
幅

＊ ＊ ＊

＊
＊
＊

300

2－Ｄ16以上

45゜～60゜

500＜Ｈ≦1000

（１）　独立基礎、杭基礎の場合

※
※

（継手範囲）

o/4

o

o/2 o/4

15dＬ１

Ｌ１

Ｌ
１Ｌ
１

Ｌ１

（定着、継手）

（２）　布基礎、べた基礎の場合

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

o

o/4 o/2 o/4

20d20d＊

＊

15d15d

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１

（定着、継手）

Ｌ１

（３）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

Ｄ以上

(注１　計算によらない場合である)

HOOP
2-D13以上

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上

Ｌ１

１５０以上

３０～５０

１２５以上

鉄骨柱Ｄ

Ｂ．ＰＬ　下端

１２５以上

地中梁下端筋

主　筋

主　筋

埋込形
(基礎梁のない側) (基礎梁のある側)

注１

＠
1
50

H
OO

P

割裂防止用Ｕ字筋

40d以上

地中梁上端筋

フック付

３０～５０

Ｈ

H
O
O
P 

＠
10

0

地
中

梁

埋
込

み
長

さ
ｈ

HOOP
2-D13以上

Ｂ．ＰＬ　下端

ベース下の施工を慎重にする

根巻形
鉄骨柱Ｄ

　　鉄骨柱　　２Ｄ以上
　　埋込み長さｈ

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

柱 ハ
ン

チ
梁

幅
１

６～８

梁幅ハンチ ハンチ

2－Ｄ＊ {

 
}

＊2－Ｄ

（５）　せいの高い梁のあばら筋

Ｄ

８
ｄ

８
ｄ

イ イ　の拡大図

（１）　柱主筋の継手

圧接継手

標
準

１
０

０
０

重ね継手

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

補強かご鉄筋
主筋と同径

補強かご鉄筋

h
o
/
2+

1
5
d

Ｌ
2

ho
/
2
+1

5
ｄ

4
0
0
以

上
40

0
以

上

Ｌ
２

Ｌ
２

柱頭補強かご鉄筋

Ｌ
2
以

下

Ｌ
1

１５０以上

Ｌ１

継手の好ましい位置

（３）　帯　　筋

ハ　Ｓ型（スパイラル型）

Ｌ

0
.2

%
以

上
と

す
る

Ｄ

　〃

第１帯筋

第１帯筋

パ
ネ

ル
部

分
は

150以下

150以下

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

ロ　型

日　型

135゜

4d 6d

１５ｄ

イ　Ｈ型（タガ型）

５ｄ以上

10ｄ以上

ロ　Ｗ型（溶接型）

5d

2d 2d

12d

12d

　　型

8
d

6d Ｌ

１２ｄ

Ｌは50d以上かつ
（４）　斜め柱・斜め梁 30cm以上とする

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

柱Ｄ

１
．

５
Ｄ

Ｌ
２ 梁

Ｄ１
．

５
Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
１

（６）　二段筋の保持

Ｌ
２

ａ

１５ｄ

Ｄ

６φ－＠１０００

ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

６ｄ

６ｄ

６ｄ

６φ－＠１０００

４
ｄ

ａ

ａ

４
ｄ

４
０

０

１
０

０

a＝1.5ｘ(呼び名の数値)

（５）　絞り

６．柱

３．杭

４．

５．

基 　 礎

地 中 梁

※修正箇所は下線を引くこと

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

１．一 般 事 項

２．鉄 筋 加 工 、 か ぶ り

Ｒ

折曲げ角度

図

鉄筋の余長

鉄筋の種類図
鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の径によ

る区分

鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（Ｒ）

19φ

Ｄ19～Ｄ25

Ｄ29～Ｄ41

Ｄ19

Ｄ16

以上

以下

6d以上

8d以上

4d以上

4d以上

3d以上以下
16φ

Ｄ16

上記以外の鉄筋

L1 L2
L3

小梁 スラブ

フックなし

定着長さ

フックなし

重ね継手長さ

鉄筋の種類

18

21

24 27

30 33 36

18

21
SD345

24 27

30 33 36

21

24 27

30 33 36

SD390

45d 40d

40d 35d

35d 30d

35d 30d

50d 40d

45d 35d

40d 35d

35d 30d

50d 40d

45d 40d

40d 35d

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

L1

圧接面 圧接面

部　　　　位

土に接しない部分

土に接する部分
基　　礎　・　擁　　壁

柱･梁･床ｽﾗﾌﾞ･耐力壁･土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

屋内

屋外

屋内

屋外
梁
耐力壁

柱

屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁

70 60

50 40

擁　　　　　　　　　壁 50 40

50 40　(30)

40 30

40 30(20)

30 20

厚さ(mm)
設計かぶり

厚さ(mm)
最小かぶり

外　端　部 内　端　部

外　端　部 内　端　部

Ｒ Ｒ

Ｒ

ｂ ａ ｂ

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

＠…間隔　ｒ…半径　　…中心線　　　ｏ…部材間の内法距離　ｈｏ…部材間の内法高さ

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼

ＬＣ

折曲げの内法寸法Ｒは、SR235～SD345の径16およびD16以下は3d以上、
SD295～SD345のD19～D38は4d以上、D41およびSD390は5d以上。
スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

５．　鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない

４．　D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

３．　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

２．　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

１．　末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

（４）　かぶり厚さ（単位　：mm）

厚さが部分的に減少する箇所についても

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

最少かぶり厚さを確保する。

［注］(1)耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　 30mmとすることができる。

　　　(2)耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　 40mmとすることができる。

　　　(3)コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

　　　　 を受けて40mmとすることができる。

　　　(4)軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

　　　(5)(　)内は仕上げがある場合。

　　　(6)土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ａ．　丸鋼　　ｂ．　あばら筋、帯筋　　ｃ．　煙突の鉄筋

ｄ．　柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．　単純梁の下端筋

ｆ．　その他、本配筋標準に記載する箇所

(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける)

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すこと。）

ｂの範囲

ベース筋

ａ＝Ｄ１＋2dの範囲

　　　主筋間隔は200以下

　　　主筋間隔の1.5倍かつ

　　　300以下

　　　但し上筋と下筋を読みかえる

１．　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

３．　　２　　の鉄筋はＤ１３以上

２．　　１　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

４．　埋戻し土のある場合は４０を７０とする

２

１

Ｈ＜300は＊印筋は不要とする

＊印筋はＤ10－＠200とする

Ｗ１の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

※　上端主筋の定着は、やむを得ない

　　場合、上向きとすることができる

による、おさまりに注意する

地中梁の主筋と頭付スタッド

　のものを2本束ねる

＊一般のあばら筋と同様

H:主筋の25dかつ

　計算上必要な長さ

　2.5D以上又は

＊一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

Ｄ：1500を超える場合

　　　　加工要領図

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋
並びにはりのせいが小さく、設計
応力に対して必要な定着長さが不
足する箇所」に付ける

柱、梁の定着L2以上が確保されな
い場合はかご鉄筋で補強、または
特記により増強する。

（２）　柱主筋の定着

Ｌは中間部50dかつ300mm以上

末端部の添巻は1.5巻以上

とする

　は片面溶接１０ｄ

両面溶接５ｄ以上

注　１．　第１帯筋は、梁づらに入れる

注　２．　Ｗ型で現場溶接をする場合は

注　３．　フックおよび継手の位置は、

主筋の位置をさける

交互とする

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異る ○柱脚で斜材となる

注　１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

注　２．　　１　の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする
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【構造設計図書の法適合確認した】

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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－鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (2) S003
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（３）　手摺、パラペット

Ｈ

Ｄ１３
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Ｄ１０　＠　１５０　ダブル

Ｄ１０　＠　２００　ダブル
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120以上

（４）　コンクリートブロック帳壁

Ｄ１３
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Ｄ１０　＠　４００
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（２）　梁

補強筋

補強筋 補強筋
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強
筋

あばら補強筋

Ｄ１０

巾止メ筋

（１）　設置可能範囲

ｏ

φ２φ１

（φ１　＋　φ２）３／２以上

ｏ／４ ｏ／４

Ｄ
／

３

Ｄ

（２）　鉄筋標準配筋

φ

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

上

φ

Ｌ
２

φ

下

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

２
５

０
以

上

Ｌ２

※

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３） 斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

１５０＜φ≦２５０

Ｄ

定着長さのとり方

※

孔補強の有効範囲と

４５゜

φ

２
５

０
以

上

Ｌ２

２φ ２φ

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３ 縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－＠５０

　縦筋　ＳＴ２－Ｄ１３－＠５０上
下

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－＠５０

　縦筋　ＳＴ２－Ｄ１３－＠５０

※　部分について計算で

　　　記の位置、寸法によ

　　　らなくて良い。

2φ：スターラップ補強範囲

８０≦φ≦１００

　　　確認された場合は左

（３）　既製品

（２）　地中梁 （３）　床版、壁（１）　柱、梁

５
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≧Ｌ１ ５０
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Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ
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大 梁 、 小 梁 、 片 持 梁

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

７．

最　上　階

一　般　階

上端筋

下端筋

短辺方向

長辺方向

短辺・長辺方向

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　　Ｃ

床板厚さ　Ｄ

　　　　Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

（５）　床板段差 Ｌ１
Ｄ１６

Ｌ１

Ｌ１

Ｄ１３

Ｄ１０　＠１５０Ｌ１

Ｄ
以

下

２Ｄ

全断全断

周　囲

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９ 各２－Ｄ１６

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

斜　め

８．床  板

９．壁

１０．柱、梁増打コンクリート補強

Ａ＜500

3－D16

500≦Ａ＜1000

4－D16

1000≦Ａ＜1500

6－D16

１１．梁 貫 通 孔 補 強

１２．増 築 予 定

柱幅が大きい場合

つりあげ筋

注：点線は下端筋の曲下げ定着

　　Ｌ2を示す

　　Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

※　柱幅が大きくて、直線部だけで

　　こえて中間折曲げテール長　１５０

　　以上又は１８０゜フック付とする

（梁主筋を折曲げるとき）

斜めでもよい

下向きでもよい

斜めでもよい

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

あばら筋を入れる

片
持

梁
筋

折
下

げ

Ｌ２

第一あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋

　印は幅止め筋

(注、床版がない場合は135°以上のフックとする)

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、
又は、同サイズを２本巻とする

（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ　、

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

　900≦D<1200

　 600≦D<900

D<600　不要　

2-D10(9φ)　1段

4-D10(9φ)　2段

D10(9φ )＠300以内　1200≦D

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

ａ　片持床スラブ ｂ　一般床スラブ

継手位置は原則として下表による。

肩筋Ｄ１３以上

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

　　標準図（１）の２－（３）による。

ａ　補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一径で

　　　＝１５００とし、上端筋の下に配筋する

ｂ　※の箇所（入隅）は各階補強する

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に
配置する。

注　１≧　２とする。

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

出隅部分の補強筋

注　１≧　２とする。

一般床版配力筋

注)　出隅部の補強筋は、計算により算出する。
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の
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強
筋

孔と孔のへりあき　１００　以上

（開口の径５００程度の場合）

　　と同じ鉄筋を開口をさけて補強する。

注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、

　　斜補強筋とは別に開口によって切断される鉄筋

斜め補強筋

周囲補強筋

（ダメ穴打継面について）

●　設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２xＬ１以上

●　無筋部分Ｄ１０　＠　２００　長さ８００以上

１２００ｘ６００以下
ａ　軽作業の土間

ｂ　間仕切壁との交叉部

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

Ｌ２かつ柱中心線を超える。

ｂ　柱に（平面図）ａ　梁に

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合
スラブに上端筋がない場合 イ　は壁配筋と同じ

ｄ　壁と壁

シングル配筋

（平面図）

ダブル配筋

（設計図に記入のあるとき）

完全スリット

tは階高の1/100程度 tは階高の1/100程度 厚さ以上とする

2-(4)被り厚さの表、最小被り

スリット部の鉄筋の被り厚さは

シーリング材使用
　Ｄ10＠400程度

部分スリット

　Ｄ10＠400程度
シーリング材使用

ｔ ｔ

設計図による）

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

パラペット

手摺

注）　ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。

注）　ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）　継手部は必ずモルタルを充填すること。

一般の場合 下部防水立上りのある場合

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

※　柱と同径、同ピッチとする

　印は補強筋

ハッチ部分は増打コンクリートを示す

ハッチ部分の面積Ａｃｍ2

●　梁下端増打コンクリートの場合も上端

●　Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

●　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　　　増打コンクリート補強と同様とする。

●　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　　　とする。

●　補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

●　ａは１００～２００程度。

　　　以上）とする。

●　腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

梁端部（スパン o/10以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける

望ましい範囲

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。
但し　φ≦Ｄ／３とする

　■　リング型　　　□　パイプ型　　　□　金網型　　　□　プレート型

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

ウェブレン、リンブレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

将来増築予定コンクリート増打部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

Ｄ

２Ｄ

Ｄ Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２Ｌ

２

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
２ １

０
０

以
下 Ｈ

Ｌ２Ｌ２

Ｌ
１

ｈ
ｏ

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

ｈ
ｈ

ｏ

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２

５
０

≧
Ｌ

１

５０

ＡＡ Ｂ

Ａ ＣＣ

６００

≧Ｌ１

Ｌ
２

Ｄ

ａ３０ｄ

ａ
３

０
ｄ

２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

15d

Ｌ
２

＋
５

ｄ

２０ｄ

ことを原則とする

3/4ｄをこえる

柱幅

Ｄ

20d

15d 15d

20d

15d

Ｄ Ｄ

８
ｄ

８
ｄ

Ｄ
Ｄ

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事



θ

設

計

図 名 図 番
大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:
－鉄骨構造標準図 (1)

（１） 材料及び検査

（２） 工作一般

（３） 高力ボルト接合

（４） 溶接接合

裏はつり側にする

仮付溶接

開先面

(f) 溶接施工

良良 仮付不良仮付不良

下向　Ｆ 上向　Ｏ立向　Ｖ 横向　Ｈ

ｒ＝30～35mm

スカーラップｒ

r35

r10

θ
G

G:ルート間隔

θ:開先角度

裏当て金

(ﾆ) ノンスカラップ工法

（１） スミ肉溶接
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S
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ｔ

Ｓ

 7以下  8～10 14～1611～13

6 7 10 12

（２） 部分溶け込み溶接
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θ＝60ﾟ θ＝60ﾟ
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ｔ
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f f

（３） 完全溶込み溶接
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（４） フレアー溶接

80以
下

内ダイヤフラム

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

JIS Z 3312

40　以下 350　以下

JIS Z 3315

JIS Z 3212、3214

JIS Z 3315 YGA-50W、50P

YGW-18、19

YGW-11、15

YGA-50W、50P

JIS Z 3312 40　以下 350　以下
YGW-18、19

40　以下
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350　以下

250　以下

φ＝20　

ガス抜き

内ダイヤフラム

2
5
以

上

25以上

ｔ

ｔ

θ＝75ﾟ～105ﾟ

θ

内ダイヤフラム

フランジが柱のＲに
接しないこと

Ａ 　－ 　Ａ  　断面図

１　※
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７

  ●                             　型  ●                             　型  ●              ,,
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　　※※　　※※

※※　　

１ ※

鉄 骨 構 造 標 準 図 （１）

  1.   2. 一 般 事 項 溶 接 規 準 図

１

２

３

４

５

６

７

８
Ｂ

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

溶接材料 入熱(KJ/cm) パス間温度(℃)

Ａ

４
４

４
４

４
Ａ

４

４

４ ４

４

４

４

４

４

４

７

１

１

１

１

※　

※　

　※

　※

　※

１

１※　

　※
１

１

１

１　※

　※

　※※　

１

Ａ

※　

　断面

１

１

１

１

１

１

１

１

※　

※　

　※

　※

　※

　※

※　

２

２

４

７

７

Ａ

１

７
７

１

４

４

４　※

　※

  ※
※　

※　

※　

　※

　断面

　※

※　

(a) 構造設計仕様による

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　但し、ベースプレートの厚さは除く

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(a) 鉄骨制作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

(b) 鋼管部材の分岐継ぎ手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(c) 高張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(a) 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足することと。

(b) 溶接技能者

　　溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ Z3801（手溶接）又はＪＩＳ Z3841（半自動溶接）の

　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

　　(ｲ) 交流アーク溶接機  300A～500A 　　     (ﾆ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機

　　(ﾛ) アークエアーガウジング機（直流）　　　(ﾎ) 溶接電流を測定する電流計

　　(ﾊ) サブマージアーク溶接機１式　　　　　　(ﾍ) 溶接棒乾燥機

　　アーク手溶接 (MC)　　　　　　　　　　　　　　　　　 ガスシールドアーク半自動溶接 (GC)

　　セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 (NGC)　　アークエアーガウジング (AAG)

　　(ｲ) 仮付位置

(e) 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

　　組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(d) 溶接姿勢

(c) 溶接方法

(b) 溶接機器

(ﾛ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

(b) 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

　　除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、グリットブラストによる

　　処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

(c) 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着するよう注意して行う。

　　(ｲ) エンドタイプ

　　    　   エンドタブを取り付ける

　　    Ⅱ)  エンドタブの材質は、母材と同質とする

　　    Ⅲ)  エンドタブの長さは、MC：35mm 以上

　　    　　 NGC、 GC：40mm 以上とし特記のない場合は、溶接終了後、母材より

　　    　　  10mm 程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

　　    Ⅳ)  プレス鋼版タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

　　    　　  又は工事監理者の承認を得る

　　    Ⅰ)  完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　　　但し梁成が D=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする。

　　(ﾊ) スカーラップ　半径は 30～35mm と、10mm のダブルアールとする。

　　    但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

　　    材質母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm 以上、巾は25mm以上を原則とする。

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートの接触面で、コンクリートと

　　    いためないように、養成を行う

　　(ﾍ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を

　　    励行し、部材に確認マークをつける

　　    規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

　　(ﾎ) 裏はつり

　　(ﾛ) 裏あて金

かつ2t以上

ｔ

35mm以上

（５） 塗装

   余盛は（1+0.1Ｓ）mm以下とする

   とすることが望ましい

● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

● ｔはｔ1、ｔ2の小さな方とする

● 軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

（平継手　Ｔ形継手）

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する　AAG

Ｇ= 0～2 （裏はつり後裏溶接）

（使用箇所に注意）

(注 ) ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　(単位mm)

● 補強すみ肉溶接を付加する

ｔ/4≦ｆ≦10mm

ｔ /4≦ｆ≦10mm

ｆ＝ｔ/4

ｔ/4≦ｆ≦10mm

Ｔ形突合せ継手余盛

● AAG（ ）内は GC で F.H の場合

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

（但し、ｔ≧15mm のとき4mm とする）

0＜ｆ≦3.0mm ｔ2/4≦ａ≦10mm

（平継手で板厚が異なるとき）

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

（裏はつり後裏溶接） （裏はつり後裏溶接）

（但し、ｔ≧15mm のとき4mm とする）

0＜ｆ≦3.0mm

   溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする

● 9mm～16mmは1ﾊﾟｽ以上､19mm以上は2ﾊﾟｽ以上とする

● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

Ｋ型の場合

（通しダイヤフラムの場合）

※ 溶接記号番号を ○中に記入のこと
　　　 フラムの厚み(t)の内部で

　　　 溶接すること。

通しダイヤフラムはSN490C、内ダイヤフラムはSN490Bとする。

内ダイヤフラムは１サイズアップ以上とする。

通しダイヤフラムは、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上、

ダイアフラム厚

   及び梁成が異なる場合

● 柱が途中で折れる場合

に注意のこと

溶接と添板の内側板

大梁が斜めの場合は

の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は柱

１　※ t>16 mm の場合の溶接は、 ２  ・又は ３ ～ ５とする。

　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

　　「構造設計特記仕様　6、鉄骨工事(2)　□認定または登録工場」のグレード別に

注）STKR、BCR、 BCP材は　JIS Z 3312　のみ使用可

●鋼材種別による溶接条件

ｔ＞柱フランジのプレート厚

2　※ t>16 mm 場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。

１　※ t>16 mm 場合の溶接は、 ２  又は ３  ～ ５ とする。

　　※※ 印は設計者が記入すること。

１　※ t>16 mm 場合の溶接は、 ３  ～ ５ とする。

スカーラップ部分は

回し溶接する ●Ｂ.Ｈ方式

平面詳細図

  ●  ＢＯＸ型
平面詳細Ａ  －   Ａ  断面図

スカーラップ部分は

回し溶接する

25以上かつ

エンドタブが交互に

あたらぬこと

７ 　※ はりフランジは、通しダイヤ

ｔ

1
00

以
上
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Ｒ≦2
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下
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A1:
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S005－鉄骨構造標準図 (2)

別 図 に よ る

別 図 に よ る

別 図 に よ る

（１） 高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（Ｐ）
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（６） 鉄筋ブレース

平 鋼 製

9

最

ねじの呼び(d)

16.3312.65

　　　（ａ） 羽子板ボルト

40

23.5

10.64

1

13

34

55

9

28

35

取付ボルト(2)

板　　厚

へ り あ き

はしあき（最小）(2)

（最小）

100

種　　　類

28

許 容 差 0.  -0.5mm

1

38

本　　　数

取 付 ボ ル ト 穴 径

10.81

最

ねじの呼び

調整ねじの長さ

切 板 製

6

溶 接 長 さ（最小）

12.46

21.5

50

16.11

21.99

Ｍ24

115

18.11

140

17 21.5

19

1

99

14.65

Ｍ20Ｍ18

Ｍ12

1

50

18.33

20.11 21.77

9

32.5

9

125

25

45

150

14.46

25

6

32.5 37.5

Ｍ22

（最小）

17

175

21.5

38

6

40

4.5

軸 径 d1

165

板　　厚

50

22

4.5

47

1

20.33

34

Ｍ14

へ り あ き

1

Ｍ16

60

Ｍ16

8550

59 7366 70

Ｍ16

9

Ｍ20

Ｍ12

55

9

66

75

52

37.5

6

85

Ｍ22Ｍ20

2

Ｍ20

　　　　ｔ

≒
＠
60
0

ｄ
1

Ｒ
Ｒ

15

ｄ

e1

Ｒ

ｄ

e1

e1

e2

ｔ

ｔ

e
2

ｄ
1

部　　　材符　　号

長さ

Ｎ－径

長さ

ＰＬ－(1)

30ﾟ

Ｎ

FB-65x9 中ボルト Ｍ16

PL- 6

PL-(1)

（７） デッキプレート

Ｌ - 50x50x6 @≦600 

50-400

PL - 1.6
PL - 3.2

Ｌ形鋼

水平ブレース

PL-50x6

（８） 露出柱脚

16 620 12 185 180 1002

16 620 12 180 1002

16 620 12 180 1002

16 620 12 180 1002

16 620 180 1002

16 620 12 180 1002

16

210

235

260

310

210

220 730 16 255 200 120

16 620 12 180 1002 160

220 730 16 180 100185

220 730 16 210 200 120

Ｌ

座金

（９） 頭付きスタッド

32.0

31.7

溶接後の長さＬ

10.0

16.0

φ 22mm

19.0

22.2

22.0

29.0

15.8

φ 19mm

50, 80, 100, 130

頭径Ｄ

80, 100, 130, 150

mm

34.9

mm

10.0

35.0

13.0

25.4

 9.5

mm

頭高さＴ軸径ｄ

22.0

10.0

19.0

80, 100, 130
 7.9

 7.9

100, 130, 150

φ 16mm

12.7

31.7

φ 13mm

mm

ス タ ッ ド 材
形状

10.0

呼び名

 9.5

※修正箇所は下線を引くこと

鉄 骨 構 造 標 準 図 （２）

  3. 継 手規 準 図、 その 他

１

１

１ １

４

１

４

４ ４

１

１

（10） 梁貫通補強

１

１

１
６

１

１

１

50-400

50-400 50-400

50-200

Ｂ2

１

１

8

8

　　　(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

　　　(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

［注］(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

H-150x50及びH-150x75の場合

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝250mm以下とする

（ＪＩＳ規格品とする…ＪＩＳＡ5540…1982/5541・5542…2003）

注　(1) e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

JIS Ｂ  1180  中  8g 10.9

JIS Ｂ  1186  ２種高力ボルト（Ｆ10Ｔ）又は

スラブ端部の補足材

梁上切断の場合 あて板（鉄板） あて板（非金属）

補足受材

梁上通しの場合

受梁へのかかり寸法および端部処理

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

梁との溶接およびコネクター

アークスポット溶接
16φ＝＠200

　　　（ｂ） 形鋼ブレース

羽子板ボルト 形鋼ブレース

Ｈ－125・ 60・6･8

Ｈ－170・ 75・5･7

Ｈ－175・ 90・5･8

Ｈ－200・ 100・5.5･8

Ｈ－250・ 125・6･9

Ｈ－148・ 100・6･9

Ｈ－194・ 150・6･9

Ｈ－100・ 100・6･8

Ｈ－125・ 125・6.5･9

Ｈ－150・ 150・7･10

　　　 (a) Ｈ形鋼　(ピン接合)

（JIS 1198）

スタッド材の標準形状・寸法

アンカーボルト　(定義長さ≧20dかぎ状に折り曲げる等の措置)

総和≧柱断面×0.2

アンカーボルト断面積の

応じ表に示す数値以上)
縁端距離　(ボルト孔の径に

ベースプレート厚≧1.3ｄ

注)　表は3。(1)の(e)欄に示す

アンカーボルト径（ｄ）

　　　 (b) 固定・半固定　(許容応力度等計算を行わない場合)

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

OSリング等　日本建築センター評価取得品とする。

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと）・既製品

アンカーボルト孔径 ≦ｄ＋５mm

最　小　縁　端　距　離　（ｅ） ピ ッ チ（Ｐ）

(2)(3)の標準 最 小 標 準（３）（２）（１）

呼び径ｄ

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト

< TYPE-1 > < TYPE-2 > < TYPE-3 >

(ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ハンチ勾配は普通 1 ： 4 程度であるが構造図による

ｒ：半径　ｔ：板厚

ハンチ起点は避けた方がよい

≧1mm フィラプレート併用のこと

大

小

Ｓ

Ｒ

e1

(1) e2

ｔ

(1) e2

e3
ボルト端から取付ボルト
穴芯のあき（最小）

符　号 部　　材
アンカーボルト ベースプレート

備　考
本数径 Ｌ 厚 Ａ Ｂ ｇ

二重ナット等の戻り止め

１

Ｂ2 Ｂ2

Ｂ1

e

e

ｄ

Ｔ

Ｄ

Ｌ

Ａ

Ｂｇ

ｅ

ｅ

ｅｅ

ｅｅ

ｅ ｅ ｅ

300以下 600以下

PL 50x6

PL - 1.6

50 30

50

Ｎ2

Ｂ1

Ｂ2 Ｂ2

ｅ3 ＰＳ

Ｓ ｅ3

(90)70

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事



ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

適

用

条

件

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）

外リング 内リング
Ｈ

シ

ル

ガ
ス

溶
接

■溶接方法（突合せ溶接）

図

１．２

１．１ ２．１

２．３

２．５

２．４

３．１ ４．１

４．２

５．現場施工

４．溶接施工２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722

覆

テンプレート用ボルト孔
Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

ＨB
Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t

φ
A
1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅφdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90
θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

a b a

a
b

a

a c d c a

a
c

d
c

a

a c d c a

a
c

c
a

種類

ア

被

ク

ー

ド

d

α
１

Ｒ

Ｇ

ベースプレート

ー

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

接

ア

ク
溶

ー

特記以外は元請会社の施工とする。

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

埋
込

長
さ

ｌ

▽
基礎柱型上端

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

２．２

角形鋼管角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

(21・24N/mm2) 以上

                (Ｆ値

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A
2

φdｈ ｈ

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

落下防止リブ

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

固定用クサビの設置（元請施工）

※（　）はＢＣＰのみ適用

９・（１２）

９・（１２）

工

施

計

設

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
備考寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・８・９・１２・１６・１９

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー

長
Ｌ

φＤ２

φＤ１ φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

孔径φ（３．５Ｃ面取）
孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R
孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

J300-12N 8-D29×660 SD490 165 36×510×510 19×74 12-D22 65,000

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０４－０１

7

9

6

7

標準値

，

，

-2

∞

∞＋

-2

許容差

＋

標準値

2

2

，

，

+1

-2

+1

-2

許容差

35

35

45

45

標準値

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

許容差

，

，

柱部材の適用板厚 ルート間隔Ｇ ルート面Ｒ

（ｍｍ）（ｍｍ）

開先角度α1

（度）

６以上

６以上

突合せ溶接の開先標準

※溶接姿勢は下向きを原則とする

J150-12N

J175-12N

J200-09N

J200-12N

J250-09N

J250-12N

J250-16N

J300-09N

J300-16N

J300-19N

J350-12N

J350-16N

J350-19N

J350-22N

J400-12N

J400-16N

J400-19N

J400-22N

J400-25N

J450-16N

J450-19N

J450-22N

J450-25N

J500-19N

J500-22N

J500-25N

J550-19N

J550-22N

J550-25N

●柱材：角形鋼管(Ｆ値 235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

325N/mm2) - STKR490,BCP325,BCP325T,SHC490B・C

（注）１２本アンカーボルトタイプの図は省略

製品記号

t（ｍｍ）

Fc（N/mm2 ）

余
長

基
礎

柱
型

高
さ

Ｈ
8
0
以

上

●基礎コンクリート：普通コンクリート

●鉄筋：異形鉄筋　SD295(D13,D16) SD345(D19～D25)

・

製品記号

J550-25N

J550-22N

J550-19N

J500-25N

J500-22N

J500-19N

J450-25N

J450-22N

J450-19N

J450-16N

J400-25N

J400-22N

J400-19N

J400-16N

J400-12N

J350-22N

J350-19N

J350-16N

J350-12N

J300-19N

J300-16N

J300-09N

J250-16N

J250-12N

J250-09N

J200-12N

J200-09N

J175-12N

J150-12N

J300-12N

ジャストベース

12本

８本

４本

４本

４本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

タイプ

12本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

４本

４本

４本

４本

55

600

60

60

60 80

80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φ

85 80

80

80

80

80

80

80

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

32 380 55 270

36 430 55 320 60

40 430 320

40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

コーナー

Ｒ

510 45 65 290 52

材質

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

●ベースプレートの溶接：別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨製作工場にて溶接を行う。

●柱脚の選定：別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工：別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

【アンカーボルト４本タイプ】 【アンカーボルト８本タイプ】

※設計基準強度(Fc)は21N/mm2(一部製品は24N/mm2)以上

30N/mm2以下の範囲です。

溶接

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。

本数-呼径×L

基礎柱型Ｂ×Ｄ

B×D（標準寸法）B×D（最大寸法）

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図 （角形鋼管仕様）

※本設計施工標準図に記載のジャストベース（JEⅡ型）角形鋼管仕様の製品は、BCJ評定-ST0153-07（平成30年11月16日付）に規定する製品記号の末尾が「Ｋ」の製品と

柱脚構成部材、基礎柱型の形状・寸法・配筋仕様、及び柱脚の性能（曲げ耐力・せん断耐力・回転剛性等）が全て同一の製品です。（但し、J300-12Nを除きます）

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

調整する。レベル調整用ボルトで

フレームベースを水平にする。

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

調整後、フレームベースをホール

インアンカーで固定する。

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

フレームベース設置　：柱中心地墨に対し、平面位置を

アンカーボルト設置　：フレームポスト上部の部材にアンカー

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０８（令和４年１０月２１日付）
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（
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図 名 図 番
大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

S006

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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図 名 図 番
大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ

ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部 １０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合
2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火
φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
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3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続
(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施

工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート
 種  　　　     類  □軽量コンクリート[ □１種   □２種 ]

2 設 計 基 準 強 度
 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１９ □φ２２
*3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

 　 耐火補強筋

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

■ＱＬ９９-５０

■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート

 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 無    □ 有 

■上欄内の採用項目に 　 を記して下さい。

 ■耐火要求なし  □（　　　　　　　　　　　　）  □（　　　　　　　　　　　　）

■頭付きスタッド
■φ１６

S007

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１５０×１５０

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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図 名 図 番
大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

･本仕様書は別紙「NDコア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用
(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

すること｡

･本仕様書に記載の無い事項は､「NDコアカタログ」の他､日本建築学会「建築工事標準

書･同解説　JASS6鉄骨工事」(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】
設計･施工マニュアル」および関連規基準に従うこと｡

1.NDコア仕様 2.NDコア仕様の決め方
※1部材記号 斜め切断(勾配) (2)柱頭部仕様長さ(mm) 設計記号 数量(個) (1)NDコア長さLの設定方法と注意点

a)NDコアの長さLは､取付く各はり(最大で4方向)全てに対して､最小余長eを確保し､かつ最小長さl以上となるようにする。
a)柱頭部では､NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること｡

最小余長e､最小長さlは柱はりの組合わせで決まっている寸法であり「設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】」を参照する。
b)柱頭部を斜め切断する場合は､片流れの切断とし､切断角度は45ﾟ以下とする｡

b)はりに傾斜がある場合には､はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること｡ 
    (斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は､それぞれの接合面に対応する小口において､最小余長e､最小長さlを確保する。
c)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すこと

小口が傾斜している面では､低い位置を基準として最小余長e､最小長さlを確保する。
が望ましい｡ 

d)柱頭部の斜め切断の勾配は45ﾟ(10寸勾配)以下とする｡(斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)　

e)NDコアは厚肉鋼管のため角形鋼管柱より剛性が大きい特徴があります｡層に占めるNDコア全長の割合が大きい場合､曲げ　
補強プレート仕様

とせん断力の比率に応じ､柱の変形性能が変わります｡そのため評定CBLSS08-19の適用範囲において柱せん断スパン比は
柱頭切断角　最大45ﾟ

斜め切断無し 斜め切断有り
補強プレート ※1　設計記号は､部材記号-長さ(mm)で記入する｡　(例)ND300-600､ND200-550 2.5以上､NDコアの長さは1500mm以下となっております｡ NDコア

端あき
寸法 板厚 寸法 板厚余長≧e(はりB) 余長≧e(はりA) 部材記号PL (mm) (mm) (mm) (mm)(1)NDコアの形状寸法および重量 余長≧e(はりC)

端あき

※2 ND150 130×130 130×PL※4※5※3外径B 板厚t 単位質量 長さ範囲 材質 断面形状 NDL:NDコアの長さ(mm) ≧6 ≧6
B ND175 155×155 155×PLB ≧l(はりA)かつはりA 部材記号 (mm) 公差 (mm) (kg/m) (mm)

10 ≧l(はりB)かつはりB,はりCの小口基準面 はりB ND150 152 16.5 69.8 ND200 170×170 170×PLはりC X ≧l(はりC)余長≧e(はりA) はり傾斜角 ≧9 ≧9ND175 177 17.0 85.1 t ND250 220×220 220×PLt NDL≦1500 柱頭切断角以下 
ND200 202 22.0 124 B※6 B+2.0 +3.0 余長≧e(はりA) ND300 270×270 270×PL端あきはND150･ND175で10mm､余長≧e(はりC)ND250 252 24.0 184 150～ 余長≧e(はりC)SN490B-ND 余長≧e(はりB) -2.0 -0 ≧12 ≧12

ND200･ND250･ND300で15mm程度 ND350 310×310 310×PLND300 302 29.0 265 余長≧e(はりB) はりA ND350･ND400で20mm程度ND150～ND200 ND250～ND400
ND350 352 33.8 360 段差はり ≧16ND400 360×360 360×PL ≧16NDL:NDコアの長さ(mm)
ND400 402 38.6 470 CL:角形鋼管柱の長さ(mm)≧l(はりA)かつ 【NDコア長さLの採り方例】 材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

CL/(2×D)≧2.5D≧l(はりB)かつ≧l(はりB)※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡ はりB 
かつ D:角形鋼管柱の外径(mm)≧l(はりC) 段違い形式はり 柱頭部 傾斜はり 斜め切断

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡ はりC ≧l(はりC) NDL≦1500
余長≧e 余長≧e 余長≧e※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするかもしくははりウェブを切り欠くなど適切に処置すること 余長≧e

余長≧e※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

適合していないが､当該JISに※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 
L≧l余長≧e(はりA) 余長≧e(はりB) L≧l余長≧e(はりC) L≧l L≧l

10外観､11試験､12検査､13再検査の各規定に適合している｡示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質

※7　NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡
余長≧e余長≧e余長≧e余長≧e(2)適用する柱およびはり材

b)適用するはり材の材質および規格:下記規格のH形鋼 
a)適用する柱材の材質および規格

･建築構造用圧延鋼材(JIS G 3136) SN400B,C 傾斜はり･斜め切断 
･建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

･一般構造用圧延鋼材(JIS G 3101) SS400
･一般構造用角形鋼管(JIS G 3466) STKR400 ･溶接構造用圧延鋼材(JIS G 3106) SM400A,B

5.NDコア納まり例
ルート1-1 通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム3.鉄骨躯体の設計方法

設計が可能｡
a)NDコアは柱･はり組合せ表の範囲において柱､はりに対して､許容応力度設計､保有耐力接合条件を満足して ルート1-2

おり､あらためて接合部の検討は不要である(【柱はり組合せ編】参照)｡ 
ルート2

b)NDコアを用いた柱はり接合部では､通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし､柱およびはりを線材

置換して､鉄骨フレームの設計を行うことができる｡ 通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については､下記の規基準等によるものとし､通常の設計 設計が可能｡

フローに従って､部材の設計､架構解析､耐力の確認等を行う｡ただし､ルート3を用いて設計をする場合､ND ただし､NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

ルート3コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため､柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を いため､柱･はり耐力から崩壊形を判定して､フレー

行う｡ ム設計を行う｡
　･平成20年5月23日施行改正建築基準法

崩壊形の判定に影響しない､柱頭部については､
　･平成19年国土交通省告示第593号､第594号､第595号､第596号

特別な検討は不要である｡
　･(一財)日本建築センター「2020年版建築物の構造関係技術基準解説書」

　･同「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」 補強プレート

余長≧e余長≧e 余長≧e4.NDコア鉄骨製作要領 余長≧e

(1)鉄骨製作方法 または または 
高力ボルト接合 高力ボルト接合 

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い､施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者が行う｡ 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「NDコア鉄骨加工要領書」に示す｡ 
余長≧e

余長≧eb)記載なき事項については､(一社)日本建築学会「建築工事標準仕様書･同解説　JASS6鉄骨工事」､同「鉄骨工事 余長≧e

余長≧e技術指針」､および(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」による｡ 

(2)接合方法
a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし､NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

補強プレート取り付け仕様たは高力ボルト接合とする｡
斜め切断無し 斜め切断有り 隅肉溶接仕様b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する｡余長eは別紙「柱はり対応表」にて NDコア
寸法 板厚※ 寸法 板厚※ 溶接サイズ

部材記号特記の無い限りは25mmとする｡
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

c)NDコアは､NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが､はり外面合せの場合､
ND150 130×130 130×PL

≧6 ≧6 ≧6NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは､隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する｡ 
ND175 155×155 155×PL

d)NDコアとはりとの接合の際､NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は､グラインダで平滑に仕上る
ND200 170×170 170×PL

≧9 ≧9 ≧9等適切に処置する｡
ND250 220×220 220×PL

ND300 270×270 270×PL(3)柱頭部補強プレート取り付け方法 ≧12 ≧12 ≧12
ND350 310×310 310×PL

a)柱頭部は､NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける｡
≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL ≧16

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで､490N級の溶接ワイヤを用いて行う｡ 
材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

c)柱頭部を斜め切断すると､NDコア小口面の長さが増加するため､右図を参考に､実状に合わせて補強プレー
※　角落ち防止のため､板厚は1サイズアップを推奨する｡

トを準備する｡ 

(1)はり取り付け位置 (6)デッキプレート納まり

デッキ受け材(板厚6mm以上)

･通しダイアフラムが無いため､デッキ

受けを取付けて対応する｡

･受け材の板厚は6mm以上とする｡

･デッキプレートの乗せ代は､デッキの

規基準等に従う｡

隅柱･側柱 中柱 中柱 (柱径=はり幅) はり芯が斜めの場合

(2)一般部 (3)段違い形式はり (4)スロープ (7)NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

補強プレート厚肉化かさ上げ材切欠き

余長大

一般部 はり下端の段差 バルコニー部の段差 スロープ部 かさ上げ材切欠き 余長を大きく取る 補強プレートを厚くする場合

(5)柱頭部 (8)補強プレートどぶ付けめっき用開口

※)柱頭上部の斜め切断の勾 中央大+4隅小 4隅大
配は45ﾟ以下とすること

※開口位置･大きさについては､どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい｡陸屋根 棟部 桁部 桁部(斜め切断)
※開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すことが望ましい｡

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

柱頭部中間階部

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  ■ND300  □ND350  □ND400

□ ND150  □ND175  □ND200  □ND250  ■ND300  □ND350  □ND400

５００ ND300-500 ６

８

ＮＤコア 標準仕様書（１）

６００ ND300-600

S008

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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縮 尺

A1:

A3:

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

3.注意点

･本紙は､「NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

コア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること｡

4-1.ND150～ND200

4-2.ND250～ND350

※最小余長eに記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合は､数値以上の余長を確保する｡

※表中のNG範囲は適用不可｡

4.NDコア最小長さｌと余長ｅ

余長≧e 

はり

余長≧e

角形鋼管柱

はりA

余長≧e(はりA)

はりB

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 

NDコア
NDコア

角形鋼管柱

1.表の見方

2.NDコアの形状および寸法

B
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B

B B

t

ND250～ND400ND150～ND200

断面形状 ※4※5
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551

はり

ND150

ND175

外径B

152

部材記号

板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm)

202

252
22.0
24.0

ND300 302 29.0

ND200
ND250

材質

+2.0 
-2.0 

長さ範囲
※2

ND350 352 33.8

150～

公差(mm)

+3.0 
-0 

単位質量

(kg/m)

85.1

124
184

265

69.8

360

※3

ND400 402 38.6 470

177

□200(STKR400)

ND200

□250(BCR295)

ND250

※1　記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合､数値以上の余長を確保する｡

使用する柱(横軸)､はり(縦軸)を選択し､NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法ｅを確認する

･柱材:BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

･はり材:400N級(SS400､SM400､SN400B･C等)のJIS G 3192記載のH形鋼

･最小余長e:確保する余長の最小値

･NDコア長さL:NDコアの長さ

･余長:NDコア小口面から はりフランジ端面までの距離

･最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

　　　切り欠くなど適切に処置すること｡
※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするか､もしくははりウェブを

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡
※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には適合してないが 

10外観､11試験､12検査､13再検査の示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質当該JISに

･組合せ表の最小長さｌ、最小余長ｅは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。
･NDコアの標準的な納まり等は､｢NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している｡
･NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

※1

各規定に適合している｡

NG NG
NG NG

NG NG

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

SN490B-ND 
※6

NDコア設計･施工標準仕様書  【柱･はり組合せ編･別表  はり細幅】

ＮＤコア 標準仕様書（２） S009

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】
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【認定番号：TACP-0402(砂質地盤)：TACP－0403(礫質地盤)】 

・杭工法：Hyper-ストレート工法

・杭頭補強工法：パイルスタッド工法 

・ カマ場を示す。450ｘ450 D=300

（一部ピット廻り SGL-2.45m)・杭天端は SGL-2.0ｍとする。

・継手：T・PJOINT(標準タイプ）

・ピット部（ ）内寸法はSGLからの高さを示す。
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5,735 2,265

・　

F
Ｂ

2
B

F
Ｂ

2
A

Ｓ2

(-1,470)

FＢ2B

Ｓ2

(-1,470)

小梁位置：下記記入以外は均等割とする

７ヶ所



設

計

図 名 図 番
大 垣 市 都 市 計 画 部 建 築 課

A R C H I T E C T U R E   D I V I S I O N   O G A K I   C I T Y   H A L L

株式会社 早 野 設 計

一級建築士　第314784号　早野 勝也

縮 尺

A1:

A3:

全体図

28

　　杭心に掘削心をあわせ、水などを注入しながら必要に応じて上下反復し、根固め球根下端まで掘削する。

４．施工方法

 　本工法の標準的な施工手順を下図に示し、その概要を以下に記述する。

６．充填材の配合と管理

    １）材料

                1.セメントは、普通ポルトランドセメント、早強セメントおよび混合セメントを用いる。

                2.練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

    ２）根固め液(W/C＝60%、σ  =25.0N/mm )

５．掘削装置の形状および寸法

杭径：a部の寸法

Φ300：400
Φ350：450
Φ400：500
Φ500：650

(スクリューまたはロッド)連結シャフト

1,000～10,000

1,000～10,000

攪拌ロッド

1,000～10,000

2,000以下

a

オーガーヘッド

(単位：ｍｍ）

スリットスクリュー

1,000～10,000

400～1,000

a

a

Φ600：750
Φ700：900
Φ800：1000
Φ900：1150
Φ1000：1250

400～1,000

1,000～10,000

a

a：オーガヘッド径

杭径：a部の寸法

Φ300：400
Φ350：450
Φ400：500
Φ500：650
Φ600：750
Φ700：900
Φ800：1000
Φ900：1150
Φ1000：1250

杭径：a部の寸法

Φ300：400
Φ350：450
Φ400：500
Φ500：650
Φ600：750
Φ700：900
Φ800：1000
Φ900：1150
Φ1000：1250

a

杭径：a部の寸法

Φ300：400
Φ350：450
Φ400：500
Φ500：650
Φ600：750
Φ700：900
Φ800：1000
Φ900：1150
Φ1000：1250

1

2

1

2

① ② ③ ④

①杭心セット、掘削・攪拌

1

根固め液は、杭の先端支持力を十分に確保できるものとし、W/C=60%のセメントミルク

を標準する。注入量は根固め球根径(D )+20mm、根固め球根長(3.5D ) +100mmの施工誤

差を考慮した根固め球根容積(理論値)以上とする。

②根固め液注入、根固め球根部上下反復

　　根固め球根下端にて正回転で根固め液を所定注入量の2/3～全量注入後、上方2D　区間を2回以上、上下

  反復する。

③杭周固定液注入、杭周固定部上下反復

　　杭周固定液注入範囲下端深度より上端深度まで、杭周固定液を注入しながら引上げ、杭周固定液注入範

  囲を1回以上、上下反復する。

　　その後、掘削孔より掘削攪拌装置を引上げる。

④杭挿入・設置

　　杭を建て込み、挿入し、所定深度に設置する。

2

12

1

Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ工法  特記仕様書

１．一般事項
   １）本工事に採用する工法は「Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ工法」(認定番号：TACP-0402号,TACP-0403号）とする。

   ２）工事着手前に、工事概要・工程・使用する杭の明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し、

       監督員の承認を得る。

２．使用杭

３．試験杭
   １）試験杭の位置および数量は、地盤調査・敷地状況・建築物の平面計画等を考慮し、設計者・監督員と

       協議して決定する。

   ２）試験杭は、本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

   ３）試験杭は、本工事と同一寸法の杭を用いることを原則とし、施工性能、地盤の崩壊、逸水の有無および

       高止まり量等の観察と確認を行い、本杭の施工の参考とする。

1
11

1

くい径D　(mm)

くい長L　(m) 2～15

くい径D　(mm)

くい長L　(m) 2～15

既製コンクリートぐいの寸法(下ぐい)

既製コンクリートぐいの寸法(上ぐい、中ぐい)

呼び名

くい径(軸部の径)D　(mm)

既製コンクリートぐいの寸法(上ぐい、中ぐい)

拡径部の径D　(mm)

'

くい長L　(m) 2～15

3035～100120

くい径D　(mm)

くい長L　(m) 1～15

鋼管ぐいの寸法(上ぐい、中ぐい)

１) 杭の種類、構造

使用する杭は下記のものとする。

　の許容応力度が規定された鋼管ぐいを用いる。

　準法施行令第90条、平成12年国土交通省告示第2464号第1、第2及び建築基準法第37条第2号に基づき鋼材

　のいずれかに基づき、コンクリートの許容応力度が規定された既製コンクリートぐい、または建築基

　の許容応力度が規定された鋼管ぐいを用いる。

　準法施行令第90条、平成12年国土交通省告示第2464号第1、第2及び建築基準法第37条第2号に基づき鋼材

　のいずれかに基づき、コンクリートの許容応力度が規定された既製コンクリートぐい、または建築基

　のいずれかに基づき、コンクリートの許容応力度が規定された既製コンクリートぐいを用いる。

300、318.5、350、355.6、400、450、500、600、700、800、900、1000

300、318.5、350、355.6、400、450、500、600、700、800、900、1000、1100、1200

300、350、400、450、500、600、700、800、900、1000

350、400、450、500、600、700、800、900、1000、1100、1200

300、318.5、350、355.6、400、500、600、700、800、900、1000、1100、1200

2) 最大施工深さ

砂質地盤 ： 杭施工地盤面から、くい先端までの最大施工深さ －64.5m

礫質地盤 ： 杭施工地盤面から、くい先端までの最大施工深さ －64.5m

L

D

L

DD

D

L

①下ぐいは、平成13年国土交通省告示第1113号第8項の第二号、第三号、第四号、第五号、および第六号

②中ぐいは、平成13年国土交通省告示第1113号第8項の第二号、第三号、第四号、第五号、および第六号

③上ぐいは、平成13年国土交通省告示第1113号第8項の第二号、第三号、第四号、第五号、および第六号

1

'

1

1

1

   ３）工事施工者および管理者は、株式会社トーヨーアサノもしくは株式会社トーヨーアサノが承認した施工会社

とする。ただし、後者の場合でも地盤の許容支持力については、株式会社トーヨーアサノが責任を負う。

※施工承認会社は株式会社ナルックスとする。

８. 安全対策・環境対策

'

７．施工記録

    試験杭および本工事完了後、下記事項を記録した施工報告書を作成し、提出する。

セメント

水

練上り量

W/C

(kg)

(㍑)

(㍑)

(kg)

176

 杭　径 (mm) 300 350 400 450 500 600 700 800 900 1000

杭径毎の根固め液の必要注入量及び標準配合表

105

160

60

252

151

230

349

209

319

553

331

506

713

427

652

60 60 60 60 60 60 60 60 60

1119

670

1024

1851

1110

1695

2586

1551

2639

3813

2287

3493

4976

2985

4559

    3）杭周固定液(W/C＝60%、σ  =25.0N/mm )

セメント

水

練上り量

W/C

(kg)

(㍑)

(㍑)

(kg)

 杭　径 (mm) 300 350 400 450 500 600 700 800 900 1000

杭径毎の杭周固定液注入範囲(Lk)1mに対する杭周固定液の必要注入量及び標準配合表

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

21

14

24

27

18

31

32

21

36

46

30

51

53

35

59

70

46

78 110

100

66

135

123

81

178

162

106

209

190

124

Lk:杭周固定液注入範囲長さ(m)

*ソイル杭周固定液の体積比率(K)は、K=0.8を標準値とするが、オーバーフローが過大と

 なる場合は、K=(Vo -Vp)/Vo より算出される値を下限値として、標準値～下限値以内で

 Kを変更することができる。

 Vo =掘削孔1m当りの体積(m /m)　　Vp=杭1m当りの体積(m /m)

    4）強度の管理

継手のない場合

試験杭

本

継手のある場合

30本毎またはその端数につき1回

1本毎に1回

20本毎またはその端数につき1回杭

その他 監理者から指定がある場合は適宜

                4. 特記事項

                5. その他必要事項

杭周固定液は、杭体と一体化し、周面摩擦及び水平抵抗を十分に確保できるものとし、

W/C=60%のセメントミルクを標準とする。注入量は、杭周固定液注入範囲の掘削孔体積

（D +20mmの施工誤差を考慮した体積）に対して、外割りで15%を標準とする。なお、注

入量は、設計上安全側（外割り15%以上）であれば任意に変更できる。

１) 安全対策

　　労働災害を防止するために、工事を指揮する作業責任者及び作業員は、規律ある正しい作

　業を行い、災害防止に常に注意する。

　　機械類は使用前に点検し、損傷、変形の有無、機能、部品の欠如などを調べ、不備な点に

　ついては、工事開始前に適切な処置を講じる。現場での機械の組立、据付及び杭打ち工事は、

　あらかじめ定められた計画に基づき、作業責任者が作業に従事する者に、その順序と方法を

　周知させた上、直接指揮して行う。杭打機、補助クレーンなどの運転者及び玉掛け作業員は、

　有資格者とし、その氏名を明示する。

　　施工管理者は、工事における事故や災害を防止するため、関係法規を遵守して計画段階及

　び工事中に予想できる危険状態を回避する。

2) 環境対策

　　本工法による公害としては、騒音、粉塵、残土や洗浄水の流出、土砂の飛散などが考えら

　る。施工に際しては、第三者に迷惑を掛けないように発注者と相談の上、環境対策を講じる。

　　施工管理者は、作業中の騒音、振動、粉塵などが、近隣住民の居住や生活に支障を与える

　恐れがある場合、または、工事により隣接する施設や構造物などに危害、損傷を与える恐れ

　がある場合は、事前に工事関係者と十分協議し、防護などの適切な処置を施す。

　　杭打ち工事に伴う車輛の出入りは、近隣の道路条件などの事前調査を行い住民の生活環境

　に支障を与えないよう必要な処置を施す。

　　産業廃棄物が発生する場合には、関係法規に定められた基準に従い、必要な処置を施す。

2

2

3 3

4.充填液の圧縮強さは、材齢28日として管理する。

28

'

'

Lk=(L-0.5D )×K

L:杭長(m)　　D :杭径(m)　　K:ソイル杭周固定液の体積比率1

1

                1. 一般事項（工事件名、施工年月日、施工場所）

                2. 施工管理体制

                3. 施工内容

             圧縮強度試験用供試体の試料は、標準としてグラウトプラントのミキサー排出口にて採取

             する。なお、根固め液と杭周固定液は同一配合であることから、測定は兼ねることができ

             る。また、試験の回数は下表による。

                1.1回の試験の、供試体の数は杭周充填液および根固め液を各3個とする。

                2.供試体は、(社)土木学会「コンクリート標準示方書（規準編）」のブリージング率

                  および膨張率試験方法案(体積方法)によるポリエチレン袋を用いて、グラウトプラ

                  ントより採取し、直径50mm・高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

                3.圧縮試験は、JIS A 1108（コンクリートの一軸圧縮試験方法）による。

N.S杭工法（Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ工法）特記仕様書

【構造設計図書の法適合確認した】

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

杭工法（Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ工法）特記仕様書 S012

オーガヘッド先端位置

杭先端位置

根固め液注入

杭周固定液注入

根固め球根下端

根固め球根上端

杭

周

固

定

部

根

固

め

球

根

部

杭

周

固

定

液

注

入

範

囲

上端深度

杭周固定液

注入範囲

2Ｄ1 2Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

1.5Ｄ

2Ｄ

3.5Ｄ

1
1

1

1

拡頭ﾀｲﾌﾟ

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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・ 1FL=設計SGL+600とする。

特記なき限り以下とする

・ 基礎梁天端はSGL-300とする。

・ ( )内スラブ天端はSGLからの高さとする。

・ スラブ天端はSGL+100とする。

・ スラブはS2とする。

・

・

　配管ピットを示す。

　床下点検口用開口を示す（開口補強筋は構造特記仕様書による）

・

・ 　押えコンクリート t=100　　砕石転圧(0～40) t=100

　土間コンクリート t=150（鉄筋 ﾀﾃﾖｺ D10－＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙ）　砕石転圧(0～40) t=150

・ スラブ下は ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=30 ＋防湿ｼｰﾄ t=0.15 + 砕石転圧(0～40) t=150

床 版 リ ス ト

符 号

Ｓ1

Ｓ2

版 厚 位 置

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０、Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０、Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０、Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０、Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０－＠２００

短辺方向（主筋方向）

全　　域

長辺方向（配力筋方向）

全　　域

１８０

１８０

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

8
0

8
0

5,735 2,265 330

F
Ｂ

2
B

F
Ｂ

2
A

80

4,320 3,680

F
Ｂ

2
F
Ｂ

2
F
Ｂ

2
F
Ｂ

2

壁芯 柱面 壁芯 柱芯 柱芯 柱芯 壁芯柱面柱面 柱芯柱芯

小梁位置：左記記入以外は均等割とする・　

FＧ0 FＢ1B

Ｆ3

5－D25  4－D22

アンカーボルト

Hoop D13-＠100主筋 12－D19 

3
0
0

1
,
5
0
0

1
0
0
5
0

1
0
0

5
0

9
0
0

3
5
0

FＧ0

5－D25 

5－D25  4－D22

 4－D22

ＳＧＬ

Ｆ3

定着 40d

定着 40d

定着 40d

定着 40d

FＢ1A

FＢ1

（イ）部配筋図 
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H o o p

 2－D13

1
0
0
2
0
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７－Ｄ１３

1
,
3
0
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ﾊｶﾏ筋 ﾀﾃﾖｺ D13－＠300 
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７
－

Ｄ
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３
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ー
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筋

1,300

ＳＧＬ

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司
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Ａ
Ｆ1 Ｆ1

（　）内は Ｆ1Aを示す
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,
1
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7
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ハカマ筋

ﾀﾃﾖｺ D13－＠300
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7
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1
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５
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Ｄ
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6
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3
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7
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1
,
1
0
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ハカマ筋

ﾀﾃﾖｺ D13－＠300

S:1 60基 礎 詳 細 図

基 礎 詳 細 図
1/60

1/30

コンクリート止

スタッド溶接

パイルスタッド鉄筋

4
0
d

 杭頭補強図 

パイルスタッド鉄筋　KSW-490（SD345）・ コンクリート強度

躯　体 Ｆｃ＝２４N/mm2

ＳＧＬ
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2
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0
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0
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0
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12020 20

ﾀﾃﾖｺ D10－＠200  1－D13
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400

150

 3－D13
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0
1
5
0
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0

4
5
0

 1－D13ﾀﾃﾖｺ D10－＠200 

20 130

80 50

7
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0

 1－D13
壁芯

 ﾀﾃﾖｺ D10－＠200 

20 130

80 50

7
2
0

 1－D13
壁芯

 ﾀﾃ D10－＠200 

ｆ1 ｆ2

 巾木立上り部 

FＧ FＧ

 CPRC 105 Ⅰ ＋ PHC A 500φ  CPRC 105 Ⅲ ＋ PHC A 350φ  CPRC 105 Ⅲ ＋ PHC A 350φ  CPRC 105 Ⅲ ＋ PHC A 350φ  CPRC 105 Ⅲ ＋ PHC A 350φ

 CPRC 105 Ⅰ ＋ PHC A 400φ
（X1-Y6通、X2-Y2･Y3･Y4通）

　　　CPRC 105 Ⅰ 400φ：６－Ｄ１９

　　　CPRC 105 Ⅰ 500φ：６－Ｄ１９

　　　CPRC 105 Ⅲ 350φ：７－Ｄ２２

S014

・ 鉄　筋

Ｄ１０～Ｄ１６ ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９～Ｄ２５ ＳＤ３４５

捨てコンクリート Ｆｃ＝１８N/mm2

土間コンクリート Ｆｃ＝２１N/mm2

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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端　部 中　央 全断面

６ － Ｄ１０
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５ － Ｄ２５

左　端 中央・右端
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Ｓ Ｔ Ｐ
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符 号

位 置

断 面

Ｂ  ｘ  Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ Ｔ Ｐ

腹 筋

符 号
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断 面
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S:1 60地中梁リスト
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４ － Ｄ２２
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左　端 中央・右端全断面

3
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４ － Ｄ２５
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Ｂ  ｘ  Ｄ
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Ｓ Ｔ Ｐ

腹 筋

符 号

位 置

断 面

・ 幅止め筋は、D10－＠1,000とする

・ コンクリート強度

躯　体 Ｆｃ＝２４N/mm2

捨てコンクリート Ｆｃ＝１８N/mm2

・ 鉄　筋

Ｄ１０～Ｄ１６ ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９～Ｄ２５ ＳＤ３４５
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2

ＳＧＬ

L
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同ﾋﾟｯﾁ

ＳＧＬ

(
0
)

補強筋 3－D22

FＧ0･FＧ1･FＧ1A･FＧ1B

FＧ2･FＧ2A･FＧ2B

2－D19

FＢ2･FＢ2A･FＢ2B

3－D22

FＧ1･FＧ1B

FＧ2･FＧ2A

FＢ1･FＢ1A

2－D19

FＢ2A

補強筋

補強筋

地中梁リスト
1/60

1/30

補強筋

5
9
0

(
5
7
0
)

あばら筋と同径､
同ﾋﾟｯﾁ

腹筋 2－D10

Ｄ１３ － ＠２００ Ｄ１３ － ＠２００ Ｄ１３ － ＠２００

S015

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事

7
0
0

３５０ ｘ １,１００

４ － Ｄ１０

（FＢ2Bは 6－D10）

（Ｘ2～Ｘ3間：350） （Ｘ2～Ｘ3間：350） （Ｘ2～Ｘ3間：350）
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A1:

A3:

Ｈ－１５０ｘ　７５ｘ ５　ｘ　７
□－３００ｘ３００ｘ９

□－５００ｘ５００ｘ１２

□－５００ｘ５００ｘ１２

□－３００ｘ３００ｘ９

　　（ＢＣＲ２９５）

　　（ＢＣＲ２９５）

　　（ＢＣＲ２９５）

　　（ＢＣＲ２９５）

RＧ588

2Ｇ40

2Ｇ30

2Ｃ1

2Ｃ2

1Ｃ1

1Ｃ2

Ｂ12

Ｂ15

Ｂ17

Ｂ20

Ｂ24

Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２ ｘ２０

Ｈ－１７５ｘ　９０ｘ ５　ｘ　８

Ｈ－１２５ｘ　６０ｘ ６　ｘ　８

ジャストベースJEⅡ型　J500-19N

ジャストベースJEⅡ型　J300-09N

柱頭：ＮＤコア　ND300（X1､Y7通）

２ＰＬ－　９　１６－Ｍ２０

外:PL-12 内:PL-16　40-M20(千鳥)

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

２ＰＬ－　９　１０－Ｍ２０

４ＰＬ－１２　２４－Ｍ２０

ウエブ

フランジ

４ＰＬ－　９　２４－Ｍ２０

２ＰＬ－　９　　８－Ｍ２０ウエブ

フランジ

２ＰＬ－　６　　４－Ｍ２０

４ＰＬ－　９　１６－Ｍ２０

ウエブ

フランジ

符　号 部 材 備 考 符　号 部 材 備 考

2Ｇ294
４ＰＬ－　９　２４－Ｍ２０

２ＰＬ－　９　　６－Ｍ２０ウエブ

フランジ

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５.５ｘ　８

Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ ５　ｘ　８

Ｈ－４００ｘ２００ｘ ８　ｘ１３

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６.５ｘ　９

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ ８　ｘ１２

Ｐ 1 Ｈ－２９４ｘ２００ｘ ８　ｘ１２

Ｈ－２００ｘ２００ｘ ８　ｘ１２Ｐ 2

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５.５ｘ　８Ｐ 3

Ｈ－１５０ｘ　７５ｘ ５　ｘ　７Ｐ 4

Ｐ 5

ベースＰＬ－２２ｘ３５０ｘ２５０

アンカーＢ 4－M20 Ｌ＝450  ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

アンカーＢ 4－M20 Ｌ＝450  ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

ベースＰＬ－２２ｘ２５０ｘ２５０

柱頭：ＰＬ－９　２－Ｍ２０

ベースＰＬ－１２ｘ２５０ｘ１８０

アンカーＢ 2－M12 Ｌ＝400  ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

1F柱頭、2F部：ＰＬ－６　２－Ｍ１６

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

Ｃ取付部：CT－125ｘ125ｘ6ｘ 9　3－M20

Ｃ取付部：CT－125ｘ125ｘ6ｘ 9　2－M16

Ｃ取付部：CT－125ｘ125ｘ6ｘ 9　2－M16

柱頭：CT－175ｘ350ｘ12ｘ19　　PL-12　4－M20

構造設計一級建築士　第３８２４号　　加納　弘司

【構造設計図書の法適合確認した】

・ 特記なき限り鋼材種は　ＳＳ４００、ＳＴＫＲ４００ とする

・ ボ ル ト　　ハイテンション　Ｓ１０Ｔ

・ 頭付スタッド　16φ　H=100　＠300　シングル

・ 通しダイアフラム、はさみＰＬ － ＳＮ４９０Ｃ　　　内ダイアフラム － ＳＮ４９０Ｂ
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添板

梁サイズ

フランジ

ウェブ

外添板

内添板

添板

梁サイズ

フランジ

ウェブ

410

60 90 60

6060

1
2
0

2
0
0

2
6
0

6
06
0

6
0 4
0
0

170

90

PL-260×170×9 (2枚)
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1/15

　 （頭付スタッド）

　 （頭付スタッド）

　 （頭付スタッド）

　 （頭付スタッド）

　 （デッキ受部：頭付スタッド）

　 （デッキ受部：頭付スタッド）

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

ＰＬ－６　　３－Ｍ２０

Ｈ－１００ｘ１００ｘ ６　ｘ　８ ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

S016

Ｐ 6 Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ ６　ｘ　９

ベースＰＬ－１６ｘ２５０ｘ２００

アンカーＢ 2－M20 Ｌ＝450  ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

柱頭：ＰＬ－６　２－Ｍ１６

モ ヤ
ネコ PL-4.5　中ボルト 2－M12

野地板Joint部:2C-100ｘ50ｘ20ｘ2.3

ネコ PL-4.5　中ボルト 1－M12
胴 ブ チ

ブレース

１－Ｍ１６（JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい）

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２.３　＠606
外壁Joint･出隅部､ﾎﾞｰﾄﾞ下地Joint部:2C-100ｘ50ｘ20ｘ2.3

Ｂ29
Ｈ－２９８ｘ１４９ｘ５.５ｘ　８

Ｂ25 Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ ６　ｘ　９

１－Ｍ１４（JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい）

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２.３（２連続使用）

屋根：＠606　　庇：＠455

　 （デッキ受部：頭付スタッド）

ＰＬ－６　　３－Ｍ２０

ＰＬ－６　　３－Ｍ２０

１－Ｍ３０（JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい） ＰＬ－１２　２－Ｍ２２

ＰＬ－　９　１－Ｍ１６

ＰＬ－　６　１－Ｍ１６

Ｂ24A Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ ５　ｘ　８
X3～X7通端:ＰＬ－９　　４－Ｍ２０＠120

X2・X8通端:ＰＬ－９(ﾊﾝﾁ付)　６－Ｍ２０＠横90

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事

柱頭：ＰＬ－９　４－Ｍ２０

HＧ1
Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ ６　ｘ　９

　　（横使い）

　 （デッキ受部：頭付スタッド）
Ｂ40

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

Ｂ194
Ｃ取付部：CT－125ｘ125ｘ6ｘ 9　2－M16

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ ６　ｘ　９

　 （デッキ受部：頭付スタッド）

ＰＬ－６　　２－Ｍ１６

ＰＬ－１２　６－Ｍ２０Ｈ－４５０ｘ２００ｘ ９　ｘ１４Ｂ45

Ｈ－４００ｘ２００ｘ ８　ｘ１３
ＰＬ－９　　５－Ｍ２０

cＧ30
Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６.５ｘ　９

剛接部：
ｳｴﾌﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ 4PL－ 9  16－M20

2PL－ 6   4－M20

cＧ24 Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ ５　ｘ　８ 剛接部：
ｳｴﾌﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ

2PL－ 6   8－M16

2PL－12  24－M16

cＧ25 Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ ６　ｘ　９ 剛接部：
ｳｴﾌﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ

2PL－ 6   8－M16

2PL－12  24－M16

　 （デッキ受部：頭付スタッド）

Ｂ34
　 （デッキ受部：頭付スタッド）

Ｈ－３４６ｘ１７４ｘ ６  ｘ　９
ＰＬ－９　　４－Ｍ２０
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ＱＬデッキ (QL99－50 t=1.2） 山上コンクリート t=90(80+10) (溶接金網 6φ－＠150)

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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（ターンバックル締め）

壁芯
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コンクリートに接する部分には

スタイロフォーム t=25 にて絶縁処理とする
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スタイロフォーム t=25 にて絶縁処理とする
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水勾配付

・ 鉄　　　筋　 ： Ｄ１９以上－ＳＤ３４５、　Ｄ１６以下－ＳＤ２９５

・ 設計地耐力 　： ５０ KN/㎡　

・ コンクリート ： 躯体－Ｆｃ２４N/mm2　　土間－Ｆｃ２１N/mm2　　無筋－Ｆｃ１８N/mm2

・

1/100
1/ 50

1/ 50
1/ 25 S026（渡り廊下） 基礎伏図　基礎詳細図

土間コンクリート t=150（鉄筋 ﾀﾃﾖｺ D10－＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙ）　
砕石転圧（0-40）t=150

設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事
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ブレース　１－Ｍ１４
（ターンバックル締め）
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設計年度

令和６年
（補）綾里小学校　屋内運動場改築（建築主体)工事


